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お客様各位� 2022年７月19日

『アガルートの司法試験・予備試験�総合講義１問１答　刑法』訂正表

アガルートアカデミー

弊社発行の『アガルートの司法試験・予備試験�総合講義１問１答　刑法』に、以下の誤りが
ございました。つきましては、訂正の上ご利用いただきますようお願い申し上げます。
ご迷惑をおかけしたことを謹んでお詫び申し上げます。

頁 訂正箇所 訂正前 訂正後

7 14.の解説３行目以降

刑法 ▪ 第１編　刑法総論

解　答　7

基
本
的
構
成
要
件

１
□　/　
□　/　
□　/　

13. BB ＸＹがＡの飲物にそれぞれ致死量（100％）の毒薬を入
れ，Ａがそれを飲んで死亡した場合の処理について説明
しなさい。

13.  修正否定説＝ＸＹ共に殺人未遂罪として処断する。
修 正肯定説１＝いくつかの条件の内，いずれかを除去しても結果は発生するが，
全ての条件を除けば結果が発生しない場合，全ての条件につき条件関係を認め
る。したがって，ＸＹいずれにも殺人既遂罪が成立し得る。

修 正肯定説２（合法則的条件関係説）＝行為と結果とが因果法則に従って結びつ
けられているかを問題とする別の判断公式（合法則的条件公式）を採用すべき
とする。したがって，ＸＹいずれにも殺人既遂罪が成立し得る。

□　/　
□　/　
□　/　

14. BB 死刑が執行される直前，執行官がまさにボタンを押そ
うとしている時に，死刑囚によって殺された娘の敵を討
つため，娘の父親が執行官を押しのけて自らボタンを押
し，死刑囚が死亡した場合の処理について説明しなさい。

14. 付け加え禁止説＝条件関係肯定。
合法則的条件関係説＝条件関係肯定。
論 理的関係説（付け加え肯定説）＝条件関係の判断自体が「行為者が法の期待通
りふるまっていれば」というある種の仮定を前提としており，付け加え禁止と
は単に考慮される仮定的な事情を限定するものにすぎない。そこで，仮定的消
去公式という条件関係判断の公式を維持しつつ，当該行為が行われなかったと
しても同一の結果が生じるとみられるときは，条件関係は認められないと解す
ることによって，条件関係を肯定する（この見解によれば，仮定的消去公式は
結果回避可能性に帰一することとなる）。

□　/　
□　/　
□　/　

15. BB 行為時に事情が介在した場合の因果関係をいかに判断
すべきかについて説明しなさい。

15. 因果関係は，結果発生の現実的危険を有する実行行為が結果を引き起こしたこと
を理由に，より重い刑法的評価を加えることが可能なほどの関係を認め得るかとい
う法的評価の問題である。そして，具体的な事案ごとに妥当な帰責の範囲を画する
ためには，行為時に存在するあらゆる事情を判断資料に取り込まなければならない。
そこで，行為当時における全ての客観的事情及び行為後における事情でも行為当時
に経験法則上予見可能な事情を基礎として，行為の危険性が結果となって現実化し
たか否かを基準として判断する。

□　/　
□　/　
□　/　

16. AA 行為後に事情が介在した場合の因果関係をいかに判断
すべきかについて説明しなさい。

16. 因果関係は，結果発生の現実的危険を有する実行行為が結果を引き起こしたこと
を理由に，より重い刑法的評価を加えることが可能なほどの関係を認め得るかとい
う法的評価の問題である。そこで，行為の危険性が結果となって現実化したか否か
を基準とし，①行為の危険性と，②介在事情の結果発生への寄与度を重視すべきで
ある。

□　/　
□　/　
□　/　

17. AA 故意（「罪を犯す意思」（38Ⅰ本文））の意義について説
明しなさい。

17. 故意犯は過失犯よりも，より重い道義的非難に値するが，それは行為者の反規範
的人格態度に求められると考えられ，かかる態度は犯罪事実の認容があってはじめ
て認められる。したがって，犯罪事実の表象（認識）に加え，結果発生を認容（結
果が発生してもかまわないと思いつつ行為した）することが必要である（認容説（判
例？最判昭23.3.16））。

□　/　
□　/　
□　/　

18. BB 故意責任の本質について説明しなさい。 18. 犯罪事実の認識・認容によって，規範に直面し，反対動機が形成できるのに，あ
えて犯罪に及んだことに対する道義的非難をいう。

刑法▪第１編　刑法総論

解　答　7

基
本
的
構
成
要
件

１
□　/　
□　/　
□　/　

13. BB ＸＹがＡの飲物にそれぞれ致死量（100％）の毒薬を入
れ，Ａがそれを飲んで死亡した場合の処理について説明
しなさい。

13.  修正否定説＝ＸＹ共に殺人未遂罪として処断する。
修�正肯定説１＝いくつかの条件の内，いずれかを除去しても結果は発生するが，
全ての条件を除けば結果が発生しない場合，全ての条件につき条件関係を認め
る。したがって，ＸＹいずれにも殺人既遂罪が成立し得る。
修�正肯定説２（合法則的条件関係説）＝行為と結果とが因果法則に従って結びつ
けられているかを問題とする別の判断公式（合法則的条件公式）を採用すべき
とする。したがって，ＸＹいずれにも殺人既遂罪が成立し得る。

□　/　
□　/　
□　/　

14. BB 死刑が執行される直前，執行官がまさにボタンを押そ
うとしている時に，死刑囚によって殺された娘の敵を討
つため，娘の父親が執行官を押しのけて自らボタンを押
し，死刑囚が死亡した場合の処理について説明しなさい。

14. 付け加え禁止説＝条件関係肯定。
合法則的条件関係説＝条件関係肯定。
論�理的関係説（付け加え肯定説）＝条件関係肯定
　∵�論理的関係説は，仮定的消去公式という条件関係判断の公式を維持しつつ，
当該行為が行われなかったとしても同一の結果が生じるとみられるときは，
条件関係は認められないと解する立場であるが，例外的に一定の手続きを実
際に履践したことにより正当化される行為（ex.死刑執行）は考慮されない
仮定的な事情と解されているため。

□　/　
□　/　
□　/　

15. BB 行為時に事情が介在した場合の因果関係をいかに判断
すべきかについて説明しなさい。

15. 因果関係は，結果発生の現実的危険を有する実行行為が結果を引き起こしたこと
を理由に，より重い刑法的評価を加えることが可能なほどの関係を認め得るかとい
う法的評価の問題である。そして，具体的な事案ごとに妥当な帰責の範囲を画する
ためには，行為時に存在するあらゆる事情を判断資料に取り込まなければならない。
そこで，行為当時における全ての客観的事情及び行為後における事情でも行為当時
に経験法則上予見可能な事情を基礎として，行為の危険性が結果となって現実化し
たか否かを基準として判断する。

□　/　
□　/　
□　/　

16. AA 行為後に事情が介在した場合の因果関係をいかに判断
すべきかについて説明しなさい。

16. 因果関係は，結果発生の現実的危険を有する実行行為が結果を引き起こしたこと
を理由に，より重い刑法的評価を加えることが可能なほどの関係を認め得るかとい
う法的評価の問題である。そこで，行為の危険性が結果となって現実化したか否か
を基準とし，①行為の危険性と，②介在事情の結果発生への寄与度を重視すべきで
ある。

□　/　
□　/　
□　/　

17. AA 故意（「罪を犯す意思」（38Ⅰ本文））の意義について説
明しなさい。

17. 故意犯は過失犯よりも，より重い道義的非難に値するが，それは行為者の反規範
的人格態度に求められると考えられ，かかる態度は犯罪事実の認容があってはじめ
て認められる。したがって，犯罪事実の表象（認識）に加え，結果発生を認容（結
果が発生してもかまわないと思いつつ行為した）することが必要である（認容説（判
例？最判昭23.3.16））。

□　/　
□　/　
□　/　

18. BB 故意責任の本質について説明しなさい。 18. 犯罪事実の認識・認容によって，規範に直面し，反対動機が形成できるのに，あ
えて犯罪に及んだことに対する道義的非難をいう。
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